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電機連合　中央執行委員長　野中　孝泰

　新年明けましておめでとうございます。本
年が組合員とご家族の皆様にとって、よりよ
き一年となりますことを心からお祈り申し上
げます。また昨年は、第24回参議院議員選
挙の取り組みや岡山地協結成20周年の各種
行事・活動に対し、各加盟組合・組合員の
皆様には多大なご支援・ご協力をいただきましたことに深く感謝
を申し上げます。
　清々しい新年を迎えるにあたり、岡山地協が今後の飛躍に向
けて、伸ばしていきたい３つの魅力についてお伝えさせていただ
きたいと考えます。私たちの組織に限らず、世の中にあるいずれ
の集団においても、そのメンバーに対して影響を与える力の合成
のことを、「集団凝集性」と言います。簡単に言うと、メンバー
がその集団に対して感じている魅力です。そして、その魅力には
３つの要素があると言われます。岡山地協は、この３つの要素に
ついて、明確な意識をもって伸ばしていくことで、持続可能な組
織体として、未来につながる運動推進を着実かつ力強く行って
まいりたいと考えています。

≪岡山地協が伸ばすべき３つの魅力≫
　１つめは、構成員の魅力です。これは単純に、その組織の構成
員になることが魅力的であるかどうかということです。このこと
は組織のリーダーたちが魅力的であるかという姿に映し出されて
いるかも知れません。これからスタートする2017年闘争の取り組
みや都度の幹事会・各種研修会・会議など通年的な様々な活動
によって、各階層のリーダーがお互いに学び・高め合う機会を創
出し、人の心を動かすことのできる、さらに魅力的な組織の実現
をめざしていきたいと考えています。加えて、新しい仲間づくり
に向けての働きかけも継続して取り組んでいきます。
　２つめは、活動の魅力です。全国に36ある地協組織は、電機
連合本部の方針に基づき、充実した仕事と安心で豊かな暮らし
をめざすこと、社会の安定と産業の発展に尽くすこと、頼りがい
のある産別活動を推進することを共通の役割とし、それぞれの
地域で日々具体的な活動に取り組んでいます。　
　しかし、それだけではなく加盟組合の意見に基づく、手づくり
感があって温かいイベントなどを継続して企画・開催していくこ
とも、組合員の皆様にとって必要とされる活動であり、さらに充
実・強化させていくことが魅力を高めることにつながると考えて
います。
　３つめは、特権の魅力です。特権というと聞こえが悪いかもし
れませんが、前述の通り、岡山地協が開催する各種活動への参加・
参画で得られる気づきや学びは、自己成長の絶好の機会となり
ます。そして何より、一人ひとりの組合員が抱える不安を電機連
合56万人の支えあい・助け合いによって、安心に代えることがで
きる各種共済制度の魅力は、まだまだ職場に浸透しきれていると
は言い切れません。近年多発する自然災害や家族を含めた健康・
生活面の様々な不安に対する備えとしては、他のものとは比較が
できない素晴らしい制度です。今一度、組合員とご家族の安心
のために、職場の一人ひとりにお伝えしていくことが大切です。
　岡山地協は、加盟組合・組合員の一人ひとりの豊かさを実現
するために、この３つの魅力を高めていく所存です。
　皆様のご健勝・ご繁栄をご祈念申し上げ新年のごあいさつと
させていただきます。
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　あけましておめでとうございます。新しい
年の幕開けをご家族の皆さま共々健やかに
お迎えになられたこととお慶び申し上げま
す。今年もよろしくお願いいたします。
　今年の干支は『丁酉（ひのととり）』です。『丁
（ひのと）』には、壮年の男子の意味があるそ

うで、草木の形が充実し伸び盛りの状態を表し、一方『酉（とり）』
は、草木の果実が成熟しきった状態を表すそうです。従って干と
支に矛盾が感じられる年。そのことから順調で実力も確かにあり、
もっと前進しようという気持ちがあるが、一方で体がついていか
ないということが起こる意味合いがあるようです。そんなことか
ら2017年は、革命的、発展的なことが多くおきる年ですが、後々
時代に合わなくなって困ることがないよう何かを決定するときに
は慎重に対応しなければならない年と言えるようです。
　さて新年にあたり直面する課題について触れておきたいと思
います。

第１点は、2017年闘争です。
　賃金や働き方に関して社会的な関心が高まることは大変良い
ことだと思います。しかし一方で『労使の主体性』や『労働組合
の存在意義』ということが社会的に弱まっていることに危機感を
抱かざるを得ません。働く者が抱える『生活不安、雇用不安、将
来不安』を着実に払拭し、そして我々が働く職場、会社、電機産
業の持続的な発展をめざし、継続した『人への投資』を実施する
ことが必要です。もちろん国の自律的成長に向けて、国、地方、
産業界、個別企業それぞれのレベルでの取組みと連携が重要で
すが、電機労使としてその役割と責任を果たす闘争にしていか
ねばならないと考えています。統一闘争強化３年目の闘争、皆さ
まとの連携を更に強くして取り組んで参りたいと思います。

第２点は、仲間づくりです。
　昨年末に開催した組織拡大研修会で、３つの課題を共有しま
した。１つ目は『組織拡大が活動の中心になっていない』。２つ
目は『当該従業員会へコンタクトするルートがない』。３つ目は従
業員会代表に会えても『当人達が組織化の必要性を感じていな
い』ということです。先ずは各組織において運動の柱の１つに位
置付けて頂きたいと思います。政策委員会組合グループ内には
40万人近くの未組織労働者がいらっしゃいます。働くものの尊厳
と権利を守るために組織拡大を本気で取り組みたいと思います。

第３点は、共済運動の強化です。
　共済の取り組みは、助け合い運動であり、労働運動そのもの
であります。電機連合では、スケールメリットを最大限に活かし
た各種制度を持っていますが、これらの制度を十分に活用して
『生活保障設計』や『可処分所得の最大化』に取り組むのは、組
合員自身の生活防衛でもあります。しかし現状は、ねんきん共済
20％、けんこう共済25％、ファミリーサポート共済５％という加
入率です。その良さをキチンと伝えてご理解頂き、加入率向上に
向けた取り組みを強化したいと思います。
　以上、新年のスタートにあたり思いの一端を述べましたが、大
変難しい時代の労働運動です。改めて労働組合結成の原点に立
ち返り、志を高く持ち、そしてチームワークを大事に電機産別運
動の前進に全力を尽くして参ります。皆さまのご支援とご協力を
心よりお願い申し上げます。
　今年が皆さまにとって実り多き年となりますことをご祈念申し
上げ、年頭のあいさつとさせて頂きます。

電機連合　岡山地協　議長　川井田　貴志
未来に向けて、確かな歩みを進めよう！2017年  新春の挨拶
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《解答》Ｑ１　　　　　　　　　　　　　　　特約

　　　　Ｑ２　　　　　　　　　　　　　　　共済

　　　　Ｑ３　　　　　　　　　　　　　　　

（電機岡山地協についてのご意見等お聞かせ下さい。）

新春 （2017年） お年玉クイズ 応募用紙

下記の〇・□に入る言葉は？ 七草のあと3つは？

2017年新春お年玉クイズ
恒　例

wwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwww

✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿

Ｑ１．2017年親介護と本人・配偶者介護の備えとして、　　
けんこう共済に〇〇特約ができました。（けんこう共済
にご加入されている方が加入できる特約です。）

Ｑ２．もしもの時の“家族の生活費”をバックアップ！
　　〈遺族生活保障〉□□□□□□□□□共済
Ｑ３．１月７日、七草の若菜を粥に入れて食べることで、邪気
をはらい無病息災を願う風習が中国から伝わり、平安時
代に定着したようですが、現代では、お正月のごちそう
疲れの胃に、やさしい食事になりました。この七草は、芹
（せり）、薺（なずな）、御形（ごぎょう）、繁縷（はこべら）、
あと３つをお答えください。ひらがなで可

☆正解者の中から、100名様にクオカード1,000円をプレゼントします。上の応募用紙またはＥメールで、組合名・氏名・解答・ご意見等を記入の上、ご応募下さい。
　応募用紙は組合事務所へ！各組合より集約後、厳正に抽選し、当選者を発表します。

   締め切り 1月31日（火）電機岡山地協必着  （１人１通）Ｅメールはdenki.okayama＠jeiu.or.jp

安心の未来づくり
電機連合組合員の「いのち」と「暮らし」を守るため
組合員とその家族が生活していく上で本当に必要な保障を
より安い掛金で提供する共済　2017年１月～２月 募集強化期間

より多くのご応募を
お待ちしています。

, ,

原稿のアドレスに変更？　前回のままにしています↑
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　2016年度中国・四国ブロックユニオンセミナーを参加者32名で開催し、岡山地協からは６名が参加しました。
　電機連合の運動の理解と地域における実践、電機本部・地協役員および他労組との交流範囲を広げることにより、労働組合
役員としての資質の向上を図ることを目的として、毎年開催されます。電機本部より講師をお願いし、今年度は、１日目に
「2017年総合労働条件改善闘争に向けた課題と産別統一闘争強化に向けた取り組みについて」、「電機連合の政策・制度要求活
動について」の講義を受講し、グループ討議では、「①組合役員になって良かったこと・嬉しかったこと、②困ったこと・嫌だ
ったこと、③組合員が期待する組合役員像とは？④もしも私が委員長（三役）だったら、○○○○○をしたい」をグループで話
し合い、発表しました。２日目は「電機連合の
安全衛生・メンタルヘルス対策に関する取り組
みについて」、「第16回組合員意識調査　～意識
調査から見える職場実態とその課題～」の講義
を受け、最後に電機連合社会に貢献する電機産
業を考える会の衆議院議員　玉木雄一郎氏より
「国政報告」受け、２日間のセミナーを終了しま
した。

次代のユニオンリーダー・電機連合の基本政策を１泊２日で学習

日時：2016年11月11日（金）～12日（土）　　場所：アークホテル岡山

電機連合中国・四国ブロックユニオンセミナー

　岡山地協共済加入促進担当者会議を、各加盟組合より16名の参加で開催しました。会議は、電機連合の各共済制度を理解し、
より多くの組合員の皆さんに制度を知っていただき、利用いただくことを目的に開催しました。具体的には2017年度電機連
合福祉共済センターの取り組み方針、けんこう共済の制度はもちろん、介護共済の必要性の高まりの中で、2017年より新設
される介護特約についての説明、ねんきん共済
加入のメリットと制度内容、ファミリーサポー
ト共済（遺族生活補償）の制度内容について、
また、新入組合員・若手組合員を対象としたフ
レッシャーズプランについても説明を受けまし
た。電機連合のスケールメリットを活かした各
制度の内容をより多くの組合の皆さんに、知っ
ていただき利用促進が図れる取り組みの要請を
行い、会議を終了しました。

電機連合共済の活用で、未来の安心づくりに向けて

日時：2016年12月17日（土）　　場所：ピュアリティまきび

電機連合岡山地協共済加入促進担当者会議

新年あけましておめでとうございます

電機連合政治顧問
衆議院議員

大畠　章宏

電機連合政治顧問
参議院議員

石上　俊雄

電機連合政治顧問
参議院議員

矢田　わか子

電 機 岡 山 活 動 報 告

【電機岡山地協　顧問弁護士】　河田　英正　弁護士　
　住所：岡山市北区弓之町2-15　弓之町シティセンタービル3Ｆ
　　　　河田英正法律事務所
　電話：086－231－2885　FAX：086－231－2886

＊交通事故で保障問題が起こってお困りの方
＊遺産相続で税金や相続関係でお困りの方
＊借金等、金銭問題でお困りの方
＊土地・建物の売買でトラブルが発生し、お困りの方
＊離婚問題等、夫婦・親子関係でお困りの方
＊その他、日常生活でお困りのこと何でも結構です。

①組合員から申し出
　（法律相談カード作成）

②組合（支部）で受付

③組合（支部）から電機岡山地協へ連絡
　（組合から地協へＦＡＸ）

④電機岡山地協で受付後、顧問弁護士へ
ＦＡＸ・電話連絡

⑤地協から組合へ受付番号連絡⇒相談者

⑥相談者から弁護士事務所に受付番号と
名前を電話連絡し、面談日・電話相談
日程を決定し、相談

※『相談』は基本的には無料ですが、『相談』以上の実務に
なった場合は、弁護士との個別契約となり、費用の自己負
担が必要となります。

専門医やプロのカウンセラーから、
無料で適切なアドバイスを受けられます。

電機連合に加盟する組合員の皆さまは無料で
電話介護相談サービスをご利用いただけます。
※ケアマネージャーまたは社会福祉士が直接
介護に関する相談をお受けします。
※身近な介護の相談をお受けします。

《受付ルート》くらしの法律相談
⬇

⬇

⬇

⬇

⬇





　「SAKURAプロジェクト」とは、使われなくなったランドセルをアフガニスタンに寄贈し、子どもたちに、特に教育の機会に恵まれ
ない女の子の就学に役立てる活動です。子どもたちが学校で学び、読み書きができるようになることで、自分や家族の健康を守る知
識や情報を身につけられるようになることを目指しています。

今後の岡山地協の進め方

2017年２月下旬～３月
各組合に、具体的な内容をお知らせします。

2017年４月初旬～５月中旬
ランドセル収集期間

より多くの皆さまに、ご理解とご協力をお願い致します。

1
2

電機連合「SAKURAプロジェクト」の取り組みについて
「アフガニスタンの子どもたちにランドセルを贈ろう」キャンペーン

➡

0120-331556
03-3455-4120

フリーダイヤル
〔電話代無料〕

携帯電話
〔1/18～無料化〕

電機連合ハートフルセンター

ご利用時間　月～金（祝・休日除く） 16:00 ～20:00

『介護に関するお悩みは』はこちらへ

身近に
相談できる人
がいない

誰に相談して
いいか

わからない

まずはお電話下さい

介護相談フリーダイヤル 24時間 365日対応

0120-529-459

一人で悩みを抱えずに 

相談してみませんか？

http://www.oohata.com/ http://ishigamitoshio.com/

アクセスして、各政治顧問の活動報告をご覧下さい。

電機岡山ホームページ　http://www.jeiu.jp/okayama/

http://yatawaka.com/
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電機連合中国・四国ブロックユニオンセミナー

　岡山地協共済加入促進担当者会議を、各加盟組合より16名の参加で開催しました。会議は、電機連合の各共済制度を理解し、
より多くの組合員の皆さんに制度を知っていただき、利用いただくことを目的に開催しました。具体的には2017年度電機連
合福祉共済センターの取り組み方針、けんこう共済の制度はもちろん、介護共済の必要性の高まりの中で、2017年より新設
される介護特約についての説明、ねんきん共済
加入のメリットと制度内容、ファミリーサポー
ト共済（遺族生活補償）の制度内容について、
また、新入組合員・若手組合員を対象としたフ
レッシャーズプランについても説明を受けまし
た。電機連合のスケールメリットを活かした各
制度の内容をより多くの組合の皆さんに、知っ
ていただき利用促進が図れる取り組みの要請を
行い、会議を終了しました。

電機連合共済の活用で、未来の安心づくりに向けて

日時：2016年12月17日（土）　　場所：ピュアリティまきび

電機連合岡山地協共済加入促進担当者会議

新年あけましておめでとうございます

電機連合政治顧問
衆議院議員

大畠　章宏

電機連合政治顧問
参議院議員

石上　俊雄

電機連合政治顧問
参議院議員

矢田　わか子

電 機 岡 山 活 動 報 告

【電機岡山地協　顧問弁護士】　河田　英正　弁護士　
　住所：岡山市北区弓之町2-15　弓之町シティセンタービル3Ｆ
　　　　河田英正法律事務所
　電話：086－231－2885　FAX：086－231－2886

＊交通事故で保障問題が起こってお困りの方
＊遺産相続で税金や相続関係でお困りの方
＊借金等、金銭問題でお困りの方
＊土地・建物の売買でトラブルが発生し、お困りの方
＊離婚問題等、夫婦・親子関係でお困りの方
＊その他、日常生活でお困りのこと何でも結構です。

①組合員から申し出
　（法律相談カード作成）

②組合（支部）で受付

③組合（支部）から電機岡山地協へ連絡
　（組合から地協へＦＡＸ）

④電機岡山地協で受付後、顧問弁護士へ
ＦＡＸ・電話連絡

⑤地協から組合へ受付番号連絡⇒相談者

⑥相談者から弁護士事務所に受付番号と
名前を電話連絡し、面談日・電話相談
日程を決定し、相談

※『相談』は基本的には無料ですが、『相談』以上の実務に
なった場合は、弁護士との個別契約となり、費用の自己負
担が必要となります。

専門医やプロのカウンセラーから、
無料で適切なアドバイスを受けられます。

電機連合に加盟する組合員の皆さまは無料で
電話介護相談サービスをご利用いただけます。
※ケアマネージャーまたは社会福祉士が直接
介護に関する相談をお受けします。
※身近な介護の相談をお受けします。

《受付ルート》くらしの法律相談
⬇

⬇

⬇

⬇

⬇





　「SAKURAプロジェクト」とは、使われなくなったランドセルをアフガニスタンに寄贈し、子どもたちに、特に教育の機会に恵まれ
ない女の子の就学に役立てる活動です。子どもたちが学校で学び、読み書きができるようになることで、自分や家族の健康を守る知
識や情報を身につけられるようになることを目指しています。

今後の岡山地協の進め方

2017年２月下旬～３月
各組合に、具体的な内容をお知らせします。

2017年４月初旬～５月中旬
ランドセル収集期間

より多くの皆さまに、ご理解とご協力をお願い致します。

1
2

電機連合「SAKURAプロジェクト」の取り組みについて
「アフガニスタンの子どもたちにランドセルを贈ろう」キャンペーン

➡

0120-331556
03-3455-4120

フリーダイヤル
〔電話代無料〕

携帯電話
〔1/18～無料化〕

電機連合ハートフルセンター

ご利用時間　月～金（祝・休日除く） 16:00 ～20:00

『介護に関するお悩みは』はこちらへ

身近に
相談できる人
がいない

誰に相談して
いいか

わからない

まずはお電話下さい

介護相談フリーダイヤル 24時間 365日対応

0120-529-459

一人で悩みを抱えずに 

相談してみませんか？

http://www.oohata.com/ http://ishigamitoshio.com/

アクセスして、各政治顧問の活動報告をご覧下さい。

電機岡山ホームページ　http://www.jeiu.jp/okayama/

http://yatawaka.com/
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発行 電機連合

岡山地方協議会
〒709-0893 岡山市東区東平島1360番地
（パナソニックAVCネットワークス労働組合内）

TEL  086-297-3805
FAX  086-297-3806

E-mail : denki.okayama@jeiu.or.jp

No.58

電機連合　中央執行委員長　野中　孝泰

　新年明けましておめでとうございます。本
年が組合員とご家族の皆様にとって、よりよ
き一年となりますことを心からお祈り申し上
げます。また昨年は、第24回参議院議員選
挙の取り組みや岡山地協結成20周年の各種
行事・活動に対し、各加盟組合・組合員の
皆様には多大なご支援・ご協力をいただきましたことに深く感謝
を申し上げます。
　清々しい新年を迎えるにあたり、岡山地協が今後の飛躍に向
けて、伸ばしていきたい３つの魅力についてお伝えさせていただ
きたいと考えます。私たちの組織に限らず、世の中にあるいずれ
の集団においても、そのメンバーに対して影響を与える力の合成
のことを、「集団凝集性」と言います。簡単に言うと、メンバー
がその集団に対して感じている魅力です。そして、その魅力には
３つの要素があると言われます。岡山地協は、この３つの要素に
ついて、明確な意識をもって伸ばしていくことで、持続可能な組
織体として、未来につながる運動推進を着実かつ力強く行って
まいりたいと考えています。

≪岡山地協が伸ばすべき３つの魅力≫
　１つめは、構成員の魅力です。これは単純に、その組織の構成
員になることが魅力的であるかどうかということです。このこと
は組織のリーダーたちが魅力的であるかという姿に映し出されて
いるかも知れません。これからスタートする2017年闘争の取り組
みや都度の幹事会・各種研修会・会議など通年的な様々な活動
によって、各階層のリーダーがお互いに学び・高め合う機会を創
出し、人の心を動かすことのできる、さらに魅力的な組織の実現
をめざしていきたいと考えています。加えて、新しい仲間づくり
に向けての働きかけも継続して取り組んでいきます。
　２つめは、活動の魅力です。全国に36ある地協組織は、電機
連合本部の方針に基づき、充実した仕事と安心で豊かな暮らし
をめざすこと、社会の安定と産業の発展に尽くすこと、頼りがい
のある産別活動を推進することを共通の役割とし、それぞれの
地域で日々具体的な活動に取り組んでいます。　
　しかし、それだけではなく加盟組合の意見に基づく、手づくり
感があって温かいイベントなどを継続して企画・開催していくこ
とも、組合員の皆様にとって必要とされる活動であり、さらに充
実・強化させていくことが魅力を高めることにつながると考えて
います。
　３つめは、特権の魅力です。特権というと聞こえが悪いかもし
れませんが、前述の通り、岡山地協が開催する各種活動への参加・
参画で得られる気づきや学びは、自己成長の絶好の機会となり
ます。そして何より、一人ひとりの組合員が抱える不安を電機連
合56万人の支えあい・助け合いによって、安心に代えることがで
きる各種共済制度の魅力は、まだまだ職場に浸透しきれていると
は言い切れません。近年多発する自然災害や家族を含めた健康・
生活面の様々な不安に対する備えとしては、他のものとは比較が
できない素晴らしい制度です。今一度、組合員とご家族の安心
のために、職場の一人ひとりにお伝えしていくことが大切です。
　岡山地協は、加盟組合・組合員の一人ひとりの豊かさを実現
するために、この３つの魅力を高めていく所存です。
　皆様のご健勝・ご繁栄をご祈念申し上げ新年のごあいさつと
させていただきます。
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　あけましておめでとうございます。新しい
年の幕開けをご家族の皆さま共々健やかに
お迎えになられたこととお慶び申し上げま
す。今年もよろしくお願いいたします。
　今年の干支は『丁酉（ひのととり）』です。『丁
（ひのと）』には、壮年の男子の意味があるそ

うで、草木の形が充実し伸び盛りの状態を表し、一方『酉（とり）』
は、草木の果実が成熟しきった状態を表すそうです。従って干と
支に矛盾が感じられる年。そのことから順調で実力も確かにあり、
もっと前進しようという気持ちがあるが、一方で体がついていか
ないということが起こる意味合いがあるようです。そんなことか
ら2017年は、革命的、発展的なことが多くおきる年ですが、後々
時代に合わなくなって困ることがないよう何かを決定するときに
は慎重に対応しなければならない年と言えるようです。
　さて新年にあたり直面する課題について触れておきたいと思
います。

第１点は、2017年闘争です。
　賃金や働き方に関して社会的な関心が高まることは大変良い
ことだと思います。しかし一方で『労使の主体性』や『労働組合
の存在意義』ということが社会的に弱まっていることに危機感を
抱かざるを得ません。働く者が抱える『生活不安、雇用不安、将
来不安』を着実に払拭し、そして我々が働く職場、会社、電機産
業の持続的な発展をめざし、継続した『人への投資』を実施する
ことが必要です。もちろん国の自律的成長に向けて、国、地方、
産業界、個別企業それぞれのレベルでの取組みと連携が重要で
すが、電機労使としてその役割と責任を果たす闘争にしていか
ねばならないと考えています。統一闘争強化３年目の闘争、皆さ
まとの連携を更に強くして取り組んで参りたいと思います。

第２点は、仲間づくりです。
　昨年末に開催した組織拡大研修会で、３つの課題を共有しま
した。１つ目は『組織拡大が活動の中心になっていない』。２つ
目は『当該従業員会へコンタクトするルートがない』。３つ目は従
業員会代表に会えても『当人達が組織化の必要性を感じていな
い』ということです。先ずは各組織において運動の柱の１つに位
置付けて頂きたいと思います。政策委員会組合グループ内には
40万人近くの未組織労働者がいらっしゃいます。働くものの尊厳
と権利を守るために組織拡大を本気で取り組みたいと思います。

第３点は、共済運動の強化です。
　共済の取り組みは、助け合い運動であり、労働運動そのもの
であります。電機連合では、スケールメリットを最大限に活かし
た各種制度を持っていますが、これらの制度を十分に活用して
『生活保障設計』や『可処分所得の最大化』に取り組むのは、組
合員自身の生活防衛でもあります。しかし現状は、ねんきん共済
20％、けんこう共済25％、ファミリーサポート共済５％という加
入率です。その良さをキチンと伝えてご理解頂き、加入率向上に
向けた取り組みを強化したいと思います。
　以上、新年のスタートにあたり思いの一端を述べましたが、大
変難しい時代の労働運動です。改めて労働組合結成の原点に立
ち返り、志を高く持ち、そしてチームワークを大事に電機産別運
動の前進に全力を尽くして参ります。皆さまのご支援とご協力を
心よりお願い申し上げます。
　今年が皆さまにとって実り多き年となりますことをご祈念申し
上げ、年頭のあいさつとさせて頂きます。

電機連合　岡山地協　議長　川井田　貴志
未来に向けて、確かな歩みを進めよう！2017年  新春の挨拶
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氏　名

《解答》Ｑ１　　　　　　　　　　　　　　　特約

　　　　Ｑ２　　　　　　　　　　　　　　　共済

　　　　Ｑ３　　　　　　　　　　　　　　　

（電機岡山地協についてのご意見等お聞かせ下さい。）

新春 （2017年） お年玉クイズ 応募用紙

下記の〇・□に入る言葉は？ 七草のあと3つは？

2017年新春お年玉クイズ
恒　例

wwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwww

✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿

Ｑ１．2017年親介護と本人・配偶者介護の備えとして、　　
けんこう共済に〇〇特約ができました。（けんこう共済
にご加入されている方が加入できる特約です。）

Ｑ２．もしもの時の“家族の生活費”をバックアップ！
　　〈遺族生活保障〉□□□□□□□□□共済
Ｑ３．１月７日、七草の若菜を粥に入れて食べることで、邪気
をはらい無病息災を願う風習が中国から伝わり、平安時
代に定着したようですが、現代では、お正月のごちそう
疲れの胃に、やさしい食事になりました。この七草は、芹
（せり）、薺（なずな）、御形（ごぎょう）、繁縷（はこべら）、
あと３つをお答えください。ひらがなで可

☆正解者の中から、100名様にクオカード1,000円をプレゼントします。上の応募用紙またはＥメールで、組合名・氏名・解答・ご意見等を記入の上、ご応募下さい。
　応募用紙は組合事務所へ！各組合より集約後、厳正に抽選し、当選者を発表します。

   締め切り 1月31日（火）電機岡山地協必着  （１人１通）Ｅメールはdenki.okayama＠jeiu.or.jp

安心の未来づくり
電機連合組合員の「いのち」と「暮らし」を守るため
組合員とその家族が生活していく上で本当に必要な保障を
より安い掛金で提供する共済　2017年１月～２月 募集強化期間

より多くのご応募を
お待ちしています。

, ,

原稿のアドレスに変更？　前回のままにしています↑


